
2021年 2月

ヤマハ株式会社のご紹介
（東証一部 7951）
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本日の内容

１．会社概要

２．事業活動

３．中期経営計画

４. 業績と株主還元

５．ガバナンス、外部からの評価



ヤマハ株式会社の概要・沿革



4

会社名 ヤマハ株式会社

代表者 代表執行役社長 中田 卓也

本社所在地 静岡県浜松市中区中沢町10番1号

創業 1887年10月

従業員数 20,203人 (ほか平均臨時雇用者数 8,064人)

（2020年3月末現在）

連結子会社数 57社 （2020年3月末現在）

証券コード・URL
7951
https://www.yamaha.com/ja/

ヤマハ株式会社 基本情報
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1887（明治20）年 創業 オルガン製造を開始

1897（明治30）年 日本楽器製造株式会社を設立

1900（明治33）年 ピアノ製造を開始

1954（昭和29）年 オーディオ製造を開始、オートバイ製造を開始

ヤマハオルガン教室開講（ヤマハ音楽教室の前身）

1958（昭和33）年 初の海外販売現地法人ヤマハ・デ・メヒコ(メキシコ)設立

1965（昭和40）年 管楽器製造を開始

1969（昭和44）年 台湾に初の海外生産現地法人設立

1987（昭和62）年 創業100周年 ヤマハ株式会社に社名変更

2017（平成29）年 創業130周年

ヤマハ株式会社の歴史

山葉寅楠
（やまはとらくす）
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ヤマハ発動機株式会社との関係

2007 持株比率を徐々に減らし、ヤマハ発動機㈱は
ヤマハ㈱の持分法適用会社から外れる

2017年11月
持ち分比率を10％未満に減らし、ヤマハ㈱は
ヤマハ発動機㈱の主要株主から外れる

※ヤマハ発動機㈱はヤマハ㈱の株式を5.9%保有

1955 オートバイ部門を分離し、ヤマハ発動機株式会社設立



感動を・ともに・創る

私たちは、音・音楽を原点に培った

技術と感性で、

新たな感動と豊かな文化を

世界の人々とともに創りつづけます

企業理念

ヤマハフィロソフィー（ヤマハグループ 理念体系）
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ヤマハフィロソフィー体系図

フィロソフィー・ブックレット

（９か国語）
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本日の内容

１．会社概要

２．事業活動

３．中期経営計画

４. 業績と株主還元

５．ガバナンス、外部からの評価
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事業別売上収益・事業利益

楽器

378 

81%

音響機器

86 

19%

その他
0 

0%

楽器

2,694 

65%

音響機器

1,144 

28%

その他
305 
7%

日本

18%

北米

25%
欧州

24%

中国

15%

その他

19%

楽器・音響機器

ハード地域別売上収益

事業利益売上収益

楽器カテゴリ別売上収益

ピアノ

530

電子楽器

921

管弦打

507

ギター

286

その他

450

464億円
4,142億円

〔2020年3月期（IFRS）〕



楽器事業 ピアノ

◇中国が最大市場

◇ヤマハは世界最大のフルラインサプライヤー

アップライトピアノグランドピアノ

トランスアコースティックピアノ
自動演奏ピアノ ディスクラビア サイレントピアノ
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売上収益 530億円 [2020年3月期 (IFRS)]



楽器事業 電子楽器

◇多機能・使いやすさで世界需要拡大

◇ヤマハは世界シェアNo.1ブランド

シンセサイザーポータブルキーボード

エレクトーンデジタルピアノ
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売上収益 921億円 [2020年3月期 (IFRS)]



楽器事業 管弦打楽器

◇新興国においても需要拡大

◇多くのジャンルでヤマハは首位を争うブランド

管楽器

弦楽器 (ギター除く) 打楽器 マーチング楽器
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売上収益 507億円 [2020年3月期 (IFRS)]

2017年度
グッドデザイン

大賞



楽器事業 ギター

◇楽器ジャンルで最大の市場規模

◇多数の小規模専業メーカーが存在

◇ヤマハは伝統技術と最新技術の融合で差別化

ギターアンプ・ベースアンプギターエフェクト・プロセッサー

13

売上収益 286億円 [2020年3月期 (IFRS)]

2019年度
グッドデザイン賞

2017年度
グッドデザイン賞

〈トランスアコースティック™ギター〉

〈STORIA（ストーリア）シリーズ〉 〈REVSTAR（レヴスター）シリーズ〉



楽器事業 音楽教室

◇60余年に亘るノウハウの蓄積

2015年7月に国内の音楽教室事業運営を

一般財団ヤマハ振興会に移管

音楽教室の状況

教室 会場数 生徒数
(2019年6月)

生徒数
(2020年9月*)

子供の教室 2,800 252,000 215,000

大人音楽レッスン 1,200 105,000 87,000

国内計 2,900 357,000 302,000

海外 1,500 230,000 153,000

合計 4,400 587,000 455,000
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売上収益 169億円 [2020年3月期 (IFRS)]

*コロナ禍より回復中



音響機器事業 AV機器

スピーカーシステム システムコンポAVレシーバー

（ヤマハ独自のネットワークオーディオ機能）

サウンドバー

◇ヤマハの感性と先進的なデジタル技術を融合

◇ユースケースに即した多彩な音楽の楽しみ方を提案
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売上収益 409億円 [2020年3月期 (IFRS)]



音響機器事業 PA機器

◇ハイエンドからローエンドまで幅広い需要

◇ヤマハはデジタルミキサーで優位性を持つ

◇店舗、会議場などの商業空間に向けたソリューションも提案

ミキサー
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売上収益 554億円 [2020年3月期 (IFRS)]



音響機器事業 ICT機器

ルーター

*ICT機器=ネットワーク機器+音声コミュニケーション機器

会議システムスピーチプライバシーシステム

◇オフィスから公共施設、宿泊施設まで幅広く対応

◇ネットワーク機器は、中小規模の企業拠点や店舗で多く採用

「信頼性」「運用性」で高評価を獲得
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売上収益 130億円 [2020年3月期 (IFRS)]

無線LAN アクセスポイント



部品・装置 その他の事業

自動車用内装部品

FA機器

水素リークディテクタ

デスクトップ型 超音波スキャナ

プレシジョンマシン
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電子デバイス 車室内音声ソリューション
（緊急通報モジュール・車室オーディオ）

熱電素子(ペルチェ・

熱電発電モジュール）

アミューズメント機器

オーディオ
（デジタルアンプ・DSP）

スマートフォン

ウェアラブル機器

売上収益 305億円 [2020年3月期 (IFRS)]
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販売会社等

製造・制作会社等

グローバル展開とシェア

39%
50% 52%

31%

9% 12% 7%

ピアノ デジタル

ピアノ

ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ

管楽器 ギター ドラム PA機器

■ヤマハの世界シェア（2020/3期 金額ベース 当社推定）



20

本日の内容

１．会社概要

２．事業活動

３．中期経営計画

４. 業績と株主還元

５．ガバナンス、外部からの評価



中期経営計画の概要

Apr. 2019 - Mar. 2022



ヤマハグループ新中期経営計画

Apr.2019 - Mar.2022

Yamaha Medium-Term Management Plan
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経営ビジョンと価値創造ストーリー

社 会 価 値 の 創 造 を 通 じ 、 企 業 価 値 を 高 め 、 ビ ジ ョ ン を 実 現

経営ビジョン
（中長期的に目指す姿）

「なくてはならない、個性輝く企業」になる
~ ブランド力を一段高め、高収益な企業へ ~ 【事業利益率 20％】
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環境予測

デジタル化の加速と価値観の多様化により、世の中が急激に変化

 技術 X 感性のヤマハにとっては、チャンス！

サステナビリティへの意識の高まり

• 企業の社会的責任がより一層求められるように

• 社会への貢献が中長期的に企業の価値創造
に繋がることが広く認知される

デジタル化の加速がもたらす大変革

・デジタル技術の進歩により、産業構造、世の中
が大きく変化

・お客様とよりダイレクトで緊密な繋がりが強まる

ライフスタイル・価値観の多様化

・AI、IoTにより自動化、便利さが新たなステージへ

・物質的な豊かさと同時に、より精神的な満足や
本質が求められる時代へ

• 成熟国は底堅さ維持するも、不透明感を増す

• 中国の成長率は鈍化

• 新興国全体では拡大基調も、国・地域毎にばらつき

楽器：新興国中間層増加を背景に穏やかに拡大（+6%*）

音響：技術革新・設備需要を背景に拡大（+8%*）
*3年間市場成長率

地域マクロ
経済環境

市場予測
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新中期経営計画の位置づけ

*事業利益：日本基準の営業利益に相当。但し、売上割引(30億円)を
売上高より控除（日本基準：営業外費用）

YMP125

YMP2016

NEXT STAGE 12 事業利益率* 12.2 % (IFRS基準）

営業利益率 2.5 %経営基盤再構築

営業利益率 9.3 %収益力を強化

ブランド力を強化
営業利益率 12.8 % (日本基準）

2019 - 2022

新中期経営計画

顧客・社会との繋がりを強化し、

価値創造力を高める
事業利益率

*13.8 %

(IFRS基準）

2013-

2016

2010-

2013

2016-

2019

経営ビジョン

「なくてはならない、個性輝く企業」になる
~ ブランド力を一段高め、高収益な企業へ ~ 【事業利益率20%】
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基本戦略と経営目標

コーポレートブランド価値*： 1.3 倍

新興国の器楽教育普及： 100 万人

認証木材使用率： 50 %

【財務目標】

事業利益率： 13.8 ％

ROE： 11.5 ％

EPS： 270 円

【非財務目標】

（IFRS基準）

大きく、急激なスピードで変化する世の中で、

「顧客・社会との繋がりを強化し、価値創造力を高める」

【基本戦略】

収益力の強化と成長基盤の強化を両立

【投資と還元】

総還元性向： 50 %

成長投資と株主還元にバランス良く配分

（累計）

顧客

技術

人

財務

企業価値：1兆円～

財務
評価

• 成長性
• ESG取組み
等への評価

ブランド

（≒時価総額）

*ヤマハ(株)とヤマハ発動機(株)の合同ブランド価値 $1.2 billion
（Interbrand社 Best Japan Brands 2019）



事業利益率改善の道筋
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事業利益率14%水準、更にその先に向けて
楽器事業：引き続き収益力向上を推進

高限界利益率

生産性向上

市場をリード
（価格の適正化）

市場での圧倒的な
プレゼンス

ヤマハの強み

技 術 × 感 性

ヤマハらしさ37% 49% 54%
32%

ピアノ デジタル
ピアノ

ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ

管楽器

（グローバルシェア2018/3）

ヤマハの強み

ユニークな

商品・サービス

【事業毎の方針】

音響事業：事業規模の成長を牽引

事業利益率 14.6％  16.5％
（2019/3） （2022/3）

事業利益率 8.1％  9.6％
（2019/3） （2022/3）

事業利益率 7.2％  7.9％
（2019/3） （2022/3）

部品・装置事業他：飛躍に向けた基盤強化

（2019/3）

12.2%  13.8%

（2022/3）

事業利益率

新興国を

中心とした

売上成長

＊事業利益率(2019/3)は19年3月期決算発表時試算値
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４つの重点戦略

1.顧客ともっと
繋がる

2.新たな価値を
創造する

3.生産性を向上
する

4.事業を通じて
社会に貢献する

ヤマハの価値創造 社会価値の創造

「顧客・社会との繋がりを強化し、価値創造力を高める」

中長期的に自らの価値に反映

基本戦略

生産性×顧客価値収益力 ＝
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創出したキャッシュを成長投資と株主還元にバランス良く配分

投資と株主還元

投資

 通常投資 【４００億円】

既存事業への基礎投資（減価償却費と同水準）

 戦略投資 【５００億円】

• 新製造拠点への追加投資

• 海外工場工程自動化投資

• R&D拠点、アーティストリレーション強化他

• M&A

 戦略マーケティング・戦略研究開発投資 (経費)

ブランディング、顧客接点強化、技術イノベーション

 継続的・安定的な配当を基本とするが、将来の成長投資
の為の適正な内部留保とのバランスを考慮しながら、資本
効率向上を目的とした機動的な株主還元も適宜、実施

 3年累計で総還元性向50%を目標とする

株主還元

＜キャッシュフロー＞

営業
キャッシュフロー

1,600 億円

通常投資

400億円

機動的な

株主還元 他

配当

戦略投資

500億円3年間

工場拡張、M＆A他

総還元性向

50%
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新型コロナウイルスによる影響と展望

新型コロナウイルス感染症は、当社の事業活動に大きな影響を及ぼしたが、

同時に加速化するリモート社会に新たな事業機会を見出すこともできた

新常態での新たなビジネス機会の創出と社会課題の解決

新型コロナの拡大により、世の中の変化がスピードアップ

〈 遠隔技術を用いた新サービスの一例 〉

サステナビリティへの意識の高まりデジタル化の加速がもたらす大変革 ライフスタイル・価値観の多様化

中期経営計画の環境予測で想定していた環境変化・自社への影響は、

確実性を伴い加速しており、掲げた重点戦略をさらにスピードアップする必要があると認識

リモート合奏サービス
『SYNCROOM』

次世代ライブビューイング
『Distance Viewing』

リモート応援システム
『Remote Cheerer powered by SoundUD』
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本日の内容

１．会社概要

２．事業活動

３．中期経営計画

４. 業績と株主還元

５．ガバナンス、外部からの評価



(億円)

ヤマハの事業別営業利益/事業利益推移

過去最高益

携帯電話音源LSIヒット

楽器

ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ

その他

電子金属

リビング

音響機器

電子部品
（半導体）

110

125

70

100

130

160

為替レート (決済レート/円）

EUR

US$

中期計画
目標

予想

04/3   05/3   06/3  07/3  08/3   09/3  10/3   11/3  12/3   13/3  14/3  15/3   16/3   17/3 18/3                        20/3  21/3 22/3

※19/3期までは日本基準 20/3期以降はIFRS 32

日本会計基準 IFRS

116
147 131

171
213

147

22
67 53 64

197
251

315 321
346

429 408
378

280

490

33

32
31

70

84

41

43

44 53 46

59

61

87
104

107

106
96

86

60

130

296
191

75

24

13

▲ 25 ▲ 6

5

▲ 29 ▲ 20

8

▲ 14

1

15

0

12
12

6

▲ 3

4

▲ 11 ▲ 23 ▲ 18 ▲ 15 ▲ 11

4

9

4
7

6

▲ 2

2

6
8

17

▲ 21

5

15
4 3

▲ 4

4

3
17

35

25

23

0

10

30

451

357

241
277

328

138

68

132
81 92

260

301

407
443

488

560
527

464

350

650

8.4%

6.7%

4.5%
5.0%

6.0%

3.0%

1.6%

3.5%

2.3% 2.5%

6.3%

7.0%

9.3%

10.9%
11.3%

12.8%
12.1%

11.2%

9.5%

13.8%

(日本基準） (IFRS）

19/3

営業利益率/ 
事業利益率



株主還元

10 10 10

27
36

44
52 56 60 66 66

22.8 
28.0 26.1 

20.9 19.2 

27.0 

33.9 

48.4 

11/3 12/3 13/3 14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3

（予想）

1株当たりの年間配当（円） 配当性向（％）

33

➢配当は7年連続増配後、コロナ業績下でも21/3月期は据え置き

自社株買い

200億円

自社株買い

250億円

自社株買い

200億円

*1 繰延税金資産計上を含む *2 ヤマハ発動機(株)株式の一部売却による売却益を含む *3 19/3以降はIFRS

*3

*1

*2

自社株買い

150億円

*3
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株主優待制度

保有株式数と保有年数に応じて、①～③より1つ選択いただけます

1.ヤマハリゾートのオリジナルギフト商品

2.ヤマハミュージックリテイリング優待券

3.自然保護団体への寄付

100～999株
1,000株～1,999株
（3年未満保有）

1,000株～1,999株
（3年以上保有）

もしくは、2,000株以上
（3年未満保有）

2,000株以上
（3年以上保有）

1,500円相当 3,000円相当 5,000円相当 7,000円相当

※上記は2020年3月31日の優待内容です。

毎年3月31日現在の株主名簿に記録された1単元（100株）以上保有の株主様が対象となります。

ヤマハリゾートのオリジナルギフト商品 (7,000円相当)
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株主優待制度 ～2020年 株主優待特別企画～

毎年3月31日現在の株主名簿に記録された1単元（100株）以上保有の株主様が対象となります。上記は2020年度の内容です。

1. ヤマハホールコンサート チケット
《抽選でペア50組様にプレゼント》

2. ヤマハアーティスト CD・Blu-ray
《抽選で120名様にプレゼント》

3. 2021 ヤマハレディースオープン葛城招待状
《抽選で30組様にプレゼント》

優待案①
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株主優待制度 ～2020年 株主優待特別企画～

毎年3月31日現在の株主名簿に記録された1単元（100株）以上保有の株主様が対象となります。

上記は、2020年度の特別企画の一例となります。

ヤマハアーティスト CD・Blu-ray
《抽選で120名様にプレゼント》

2021 ヤマハレディースオープン葛城 招待状
《抽選で30組様にプレゼント》

優待案②
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本日の内容

１．会社概要

２．事業活動

３．中期経営計画

４. 業績と株主還元

５．ESG、外部からの評価
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ESG 社会課題解決への取組み

音楽文化 ・ 社会の持続的発展に貢献す る

文化 社会

環境
自然との共生

音楽文化のサステナビリティに貢献
製品・サービスを通じた社会課題の解決

/ともに働く人々の多様性、働きがい向上
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ESG 社会課題解決への取組み

音楽文化 ・ 社会の持続的発展に貢献す る

文化 社会

環境
環境配慮製品の開発
「ヤマハエコプロダクツ」

音楽普及活動を通じた青少年健全育成/

音楽の街づくりによるコミュニティ振興
楽器演奏の楽しさを子供たちに伝える

「スクールプロジェクト」

認証木材使用率5 0 % ( 2 2年 )

ダイバシティ & インクルージョン/

人権デューデリジェンス推進

その他の活動進捗や詳細は、当社ウェブサイトをご確認ください。
→ “サステナビリティ重点課題および進捗状況” https://www.yamaha.com/ja/csr/management/#03

持続的な木材調達の実現を目指す
「タンザニア森林保全プロジェクト」

https://www.yamaha.com/ja/csr/management/#03
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ESG ガバナンス(企業統治)

■目的
監督と執行の分離による、監督機能の強化/執行のスピードアップ

■特徴
取締役会の過半数が独立社外取締役 、執行役への思い切った権限移譲

指名委員会等設置会社へ移行（2017年6月）

役員報酬制度

■譲渡制限付株式報酬の導入
固定報酬、業績連動賞与、譲渡制限付株式報酬から構成され、概ね５：３：２の割合

■クローバック条項の採用
不正会計、巨額損失発生の場合、全数又は一部の株式を無償返還

役員体制（2020年6月～）

■取締役会
7名体制、独立社外取締役5名

（女性1名、外国人1名を含む）
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取締役会の構成（2020.6～）

取締役
山畑 聡

取締役
中田 卓也

独立社外取締役
中島 好美

(元アメリカン･ｴｷｽﾌﾟﾚｽ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ
代表取締役社長)

独立社外取締役
福井 琢

(柏木総合法律事務所
マネジメント・パートナー、
慶應義塾大学大学院
法務研究科 教授)

独立社外取締役
日高 祥博

(ヤマハ発動機株式会社
代表取締役社長)

◆◆

◆

◆：指名委員 ◆：監査委員 ◆：報酬委員

◆◆ ◆◆◆ ◆

独立社外取締役
Paul Candland

（元ウォルト・ディズニー・ｼﾞｬﾊﾟﾝ
代表取締役社長)

独立社外取締役
藤塚 主夫

(株式会社小松製作所 取締役
元代表取締役副社長CFO)

多様性の確保（専門性・経験、ジェンダー、国籍）

◆◆

取締役が有している専門性
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社外からの評価

■ESG指数への組入れ・外部評価

■活動に対する評価・表彰

S&P Japan 500 ESG

S&P/JPX カーボン・エフィシェント指数

ヤマハは、CDPを含む外部のESG
評価機関が行う調査に協力し情報
を開示しています。
2020年度評価：気候変動「A⁻」

THE INCLUSION OF YAMAHA CORPORATION IN ANY MSCI INDEX, AND THE USE OF MSCI LOGOS, TRADEMARKS, SERVICE MARKS OR INDEX NAMES HEREIN, DO NOT CONSTITUTE A 
SPONSORSHIP, ENDORSEMENT OR PROMOTION OF YAMAHA CORPORATION BY MSCI OR ANY OF ITS AFFILIATES. THE MSCI INDEXES ARE THE EXCLUSIVE PROPERTY OF MSCI. MSCI AND 
THE MSCI INDEX NAMES AND LOGOS ARE TRADEMARKS OR SERVICE MARKS OF MSCI OR ITS AFFILIATES.

FTSE Russell (FTSE International Limited と Frank Russell Companyの登録商標)はここにヤマハ株式会社が第三者調
査の結果、FTSE Blossom Japan Index組み入れの要件を満たし、本インデックスの構成銘柄となったことを証します。FTSE 
Blossom Japan IndexはグローバルなインデックスプロバイダーであるFTSE Russellが作成し、環境、社会、ガバナンス（ESG）につ
いて優れた対応を行っている日本企業のパフォーマンスを測定するために設計されたものです。FTSE Blossom Japan Indexはサステ
ナブル投資のファンドや他の金融商品の作成・評価に広く利用されます。
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社外からの評価

2018年
「コーポレートガバナンス・オブ・ザ・イヤー 」

大賞受賞

Ⓡ

主 催 一般社団法人日本取締役協会

目 的 コーポレートガバナンスを用いて中長期的な成長を実現する企業を表彰する共に、コーポレートガバナンスの普及・啓蒙を広く呼び掛ける

審査委員 委員長 斉藤 惇 （日本野球機構会長・プロ野球組織コミッショナー、元日本取引所グループCEO）
委員 井伊 重行 （産経新聞 論説委員）

伊藤 邦雄 （一橋大学CFO教育センター長、一橋大学大学院商学研究科特任教授）
太田 洋 （西村あさひ法律事務所パートナー弁護士、ニューヨーク州弁護士）
冨山 和彦 （株式会社経営共創基盤CEO）
中神 康議 （みさき投資株式会社代表取締役社長）

選定対象 東京証券取引所 第一部上場企業（約2000社）

2018年
受賞企業

大賞： ヤマハ株式会社
入賞： TDK株式会社、明治ホールディングス株式会社
経済産業大臣賞： オムロン株式会社
東京都知事賞 ： 大和ハウス工業株式会社

過去の大賞
受賞企業

2017年度 花王株式会社
2016年度 HOYA株式会社
2015年度 株式会社ブリヂストン

【コーポレートガバナンス・オブ・ザ・イヤー 概要】Ⓡ

※2019年2月1日受賞企業公表、2月21日表彰式

左：宮内義彦氏 一般社団法人日本取締役協会会長
右：中田卓也 ヤマハ（株）代表執行役社長
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株価推移
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*日経平均（日経225）は従来より採用済み

(円)

月足チャート

2015年8月 JPX日経インデックス400に新規採用（*）

2014年3月 ＲＯＥ ８％超

2016年3月 ＲＯＥ １０％超

上場来最高値更新

2020年12月7日 6,560円



ヤマハ株式会社
（東証一部 7951）



この資料の中で、将来の見通しに関する数値につきましては、

ヤマハ及びヤマハグループ各社の現時点での入手可能な

情報に基いており、この中にはリスクや不確定な要因も

含まれております。

従いまして、実際の業績は、事業を取り巻く経済環境、需要

動向、米ドル、ユーロを中心とする為替動向等により、これら

の業績見通しと大きく異なる可能性があります。


